
（福）富山県社会福祉協議会広報誌

スマートフォン用アプリ「Uni-Voice」
または「Uni-Voice Blind」を使えば
情報を音声で読み上げると同時に、テキストで表示されます。 この広報誌は共同募金の助成を受けています。
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特集 P2〜3 成年後見制度利用促進と地域における権利擁護支援体制
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本人に身近な家族等 後見人等

本人
権利擁護支援チーム

福祉・行政・法律専門職など多様な主体の連携による「支援」機能 家庭裁判所による
「制度の運用・監督」機能①権利擁護の相談支援、②権利擁護支援チームの形成支援、③権利擁護支援チームの自立支援

地域の
相談支援機関

中核機関 専門職団体

家庭裁判所

市町村

都道府県

共通理解の促進の視点

機能強化のためのしくみづくりの視点

多様な主体の参画・活躍の視点

ネットワークの
関係者

成
年
後
見
制
度
の
概
要

「
成
年
後
見
制
度
」と
は
、認
知

症
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
の
あ
る

方
な
ど
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

の
財
産
の
管
理（
不
動
産
や
預
貯

金
の
管
理
、相
続
手
続
な
ど
）や
、

身
上
保
護（
介
護・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
契
約
や
施
設
入
所・入
院
の

契
約
締
結
な
ど
）な
ど
の
法
律
行

為
に
関
し
て
支
援
す
る
制
度
で
す
。

成
年
後
見
制
度
に
は
、「
法
定
後

見
制
度
」と「
任
意
後
見
制
度
」が

あ
り
ま
す
。

「
法
定
後
見
制
度
」は
、判
断
能

力
が
不
十
分
な
方
に
対
し
て
、家

庭
裁
判
所
が
成
年
後
見
人
な
ど
を

選
ぶ
制
度
で
、判
断
能
力
の
程
度

に
よ
り
、「
補
助
」「
保
佐
」「
後
見
」

の
３
つ
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

「
任
意
後
見
制
度
」は
、判
断
能

力
が
十
分
で
な
く
な
っ
た
と
き

の
た
め
に
、あ
ら
か
じ
め
本
人
が

代
理
人（
任
意
後
見
人
）を
選
び
、

代
わ
り
に
し
て
も
ら
い
た
い
こ

と
を
契
約
で
決
め
て
お
く
制
度

で
す
。

権
利
擁
護
支
援

令
和
４
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
第
二
期
成
年
後
見
制
度
利

用
促
進
基
本
計
画
で
は
、地
域
共

生
社
会
の
実
現
と
い
う
目
的
に
向

け
、本
人
を
中
心
に
し
た
支
援・
活

動
に
お
け
る
共
通
基
盤
と
な
る
考

え
方
と
し
て
権
利
擁
護
支
援
が
位

置
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、成
年
後

見
制
度
以
外
も
含
め
た
総
合
的
な

権
利
擁
護
支
援
策
を
充
実
す
る
こ

と
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、権
利
擁
護
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
人
の
中
に
は
、身
寄
り
が

な
い
、ま
た
は
身
寄
り
が
あ
っ
て
も

頼
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
の
人

や
、地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
希

薄
で
あ
る
な
ど
、孤
独・
孤
立
の
状

態
に
置
か
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
権
利
擁
護
支
援
を
必

要
と
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、住
民

同
士
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
、社

会
参
加
の
支
援
を
充
実
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
、各
地
域
に
お

い
て
、現
に
権
利
擁
護
支
援
を
必
要

と
し
て
い
る
人
も
含
め
た
地
域
に

暮
ら
す
全
て
の
人
が
、尊
厳
の
あ
る

本
人
ら
し
い
生
活
を
継
続
し
、地
域

社
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、地
域
や
福
祉
、行
政
な
ど
に

司
法
を
加
え
た
多
様
な
分
野・
主

体
が
連
携
す
る
し
く
み
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
財
産
の
管
理
や
権
利
を
守
る
成
年
後

見
制
度
が
平
成
12
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。国
で
は
こ
の
制
度
の
利

用
促
進
を
進
め
て
お
り
、そ
の
内
容
や
県
内
の
取
り
組
み
状
況
を
紹
介

し
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
と

地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
支
援
体
制

特 集特 集

第
二
期
成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
基
本
計
画

【権利擁護支援の地域連携ネットワーク】

※厚生労働省の資料から抜粋

【法定後見制度3類型】

申立てをする
ことができる方

本人、配偶者、四親等内の親族、
検察官、市町村長など

後 見 保 佐 補 助

対象となる方
判断能力が欠け
ているのが通常
の状態の方

判断能力が
著しく
不十分な方

判断能力が
不十分な方

※法務省のパンフレットから抜粋
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成年後見制度利用促進と地域における権利擁護支援体制特 集特 集

役
割
と
機
能

　

富
山
市
社
協
の
地
域
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
核
機
関
と
し
て
の

役
割
は
、権
利
擁
護
支
援
を
必
要

と
す
る
方
に
対
す
る
成
年
後
見

制
度
の
利
用
拡
大
で
、見
守
り
や

支
え
合
い
で
は
対
応
し
き
れ
な
い

ケ
ー
ス
を
早
期
に
発
見
し
支
援
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、地
域
住
民
や

関
係
機
関
の
意
識
醸
成
を
促
し
た

り
、地
域
課
題
の
調
整・
解
決
に
つ

中
核
機
関
に
つ
い
て

中
核
機
関
と
は
、権
利
擁
護
支

援
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
中
核
と
な
る
機
関
の
こ
と
で
、

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。成
年
後
見

制
度
に
関
す
る「
相
談
窓
口
」「
広

報
」を
担
っ
て
お
り
、市
町
村
に
お

け
る
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

の
中
核
と
し
て
、制
度
利
用
が
必

要
な
人
や
関
係
機
関
と
の
調
整
な

ど
を
行
い
ま
す
。

中
核
機
関
設
置
状
況

令
和
４
年
度
成
年
後
見
制
度
利

用
促
進
施
策
に
係
る
取
組
状
況
調

査
結
果（
厚
生
労
働
省
）に
よ

る
と
、令
和
４
年
４
月
１
日

時
点
の
全
国
の
中
核
機
関
整

備
済
み
市
町
村
は
９
３
５
か

所（
53・７
％
）と
な
っ
て
い
ま

す
。一

方
、２
７
２
か
所（
15・

７
％
）の
自
治
体
で
は
未
だ
具

体
的
な
検
討
が
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、と
く
に
人
口
規
模
が
小

さ
い
自
治
体
で
は
、そ
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
、令
和
５
年
４

月
末
時
点
で
、中
核
機
関
整

備
済
み
が
1２
自
治
体
、未
定

が
３
自
治
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。

い
て
話
し
合
う
成
年
後
見
推
進
協

議
会
の
招
集
を
担
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。ま
た
、そ
の
機
能
は
広
報
、相

談
、利
用
促
進
、後
見
人
支
援
で
、

こ
れ
ら
の
業
務
を
通
じ
て
、成
年

後
見
制
度
の
利
用
拡
大
に
加
え
、

後
見
人
な
ど
に
よ
る
不
正
防
止
を

図
っ
て
い
ま
す
。

業
務
内
容
と
利
用
状
況

［
広
報
業
務
］

出
前
講
座
の
開
催
や
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
に
よ
り
成
年
後
見
制
度
の

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

［
相
談
業
務
］

　

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談

支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、相
談
内

容
に
あ
わ
せ
て
法
律
、福
祉・医
療
、

金
融
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
強

化
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

［
利
用
促
進
業
務
］

　
本
人・親
族
か
ら
の
要
請
に
よ
り

成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
な
が

る
申
し
立
て
手
続
き
支
援
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、受
任
者
調
整
会
議
を

実
施
し
、後
見
人
候
補
者
の
選
任
に

つ
な
げ
た
り
、市
民
後
見
人
養
成
講

座
を
開
催
し
、市
民
後
見
人
の
受
任

に
つ
な
げ
た
り
し
て
い
ま
す
。

［
後
見
人
支
援
業
務
］

成
年
後
見
推
進
協
議
会
に
お
い

て
成
年
後
見
制
度
の
利
用
拡
大
の

た
め
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、新
た
に
後
見
人
等
支
援

チ
ー
ム
会
議
を
発
足
し
、後
見
人
が

弁
護
士
会
、司
法
書
士
会
、社
会
福

祉
士
会
な
ど
の
専
門
職
か
ら
助
言

が
受
け
ら
れ
る
機
会
を
創
出
し
て
い

ま
す
。

な
お
、こ
れ
ら
の
業
務
の
継
続
に

よ
り
、令
和
４
年
度
に
お
け
る
申
し

立
て
手
続
き
の
相
談
件
数
や
支
援

者
数
、市
民
後
見
人
の
受
任
総
数
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
展
望

現
在
、課
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

後
見
人
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
と
、市
民
後
見
人
を
育
成
し

て
も
登
録・受
任
に
つ
な
が
り
に
く

い
こ
と
で
す
。令
和
３
年
度
の
立
ち

あ
げ
か
ら
約
２
年
、軌
道
に
乗
っ
て

き
た
と
は
い
え
充
分
で
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
の
で
、富
山
市
社
協
と
し
て

は
今
あ
る
課
題
に
積
極
的
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
、同
時
に
、成
年
後
見
制
度

の
普
及
啓
発
と
そ
れ
を
契
機
に
し

た
利
用
拡
大
に
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

市
民
後
見
人
の
声

今
年
の
春
頃
か
ら
市
民
後
見
人

と
し
て
本
格
的
な
活
動
を
は
じ

め
ま
し
た
。具
体
的
に
は
お
金
の

管
理
や
行
政
手
続
き
の
代
行
を
行

い
、利
用
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
維
持

と
収
支
バ
ラ
ン
ス
安
定
の
両
立
を

は
か
っ
て
い
ま
す
。ま
だ
経
験
が

浅
い
た
め
、く
じ
け
そ
う
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、富
山
市
社

協
の
担
当
者
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
の

お
か
げ
で
、や
り
が
い
を
感
じ
な

が
ら
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。今
後

は
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
成
年
後
見

制
度
を
必
要
と
す
る
方
が
増
え
る

と
思
う
の
で
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

さ
ん
な
ど
と
も
っ
と
密
接
に
連
携

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。ま
た
、行

政
に
は
部
署
の
垣
根
を
超
え
た
対

応
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
う

ば
か
り
で
す
。

中
核
機
関
と
し
て
の

富
山
市
社
会
福
祉
協

議
会（
富
山
市
社
協
）

の
取
り
組
み

富山市社会福祉協議会
地域福祉課 生活支援係

係長 岩下 至宏さん  主事 酒井 香子さん

市民後見人
水原 久恵さん

せ い 　 　 ね ん 　 　 こ う 　 　 け ん 　 　 せ い 　 　 　ど

次のような困りごとにお応えできます。

成 年 後 見 制 度

成 年 後 見 制 度 を 利 用 す る と ・・・

普及啓発パンフレット



情 報

【開 所 日】月曜日～金曜日
（土・日・祝日および年末年始を除く）

【受付時間】8：30～12：00／13：00～17：00
■ 参 加 希 望 ■■ 問い合わせ先 ■

福祉の職場を目指す
あなたを応援します！

県社協　県福祉人材センター
県保育士・保育所支援センター

076-432-6156

県福祉人材センターから

FLASH 福祉のお仕事 検索

福祉・介護の求人情報をWEBで！

福祉のお仕事フェアを開催しました！福祉のお仕事フェアを開催しました！

　福祉・介護の仕事イメージアップ
動画を作成しました。
●「県内養成校出身者」編
●「介護の日フェスティバル」編
●「介護福祉士」編
テレビ、YouTube、Instagram等
で随時公開します。
福祉人材センターウェブサイトから
もご覧いただけます。（→）

はじめての福祉の
仕事サロンを開催します

はじめての福祉の
仕事サロンを開催します

福祉・介護の仕事 イメージアップ動画
福祉人材センターウェブサイトで公開中！

福祉・介護の仕事 イメージアップ動画
福祉人材センターウェブサイトで公開中！

　福祉の仕事についての基本的な内容や現場の状況な
どについて、キャリア支援専門員がていねいにお答えし
ます。
●対象：福祉・介護分野に興味・関心がある求職者の方
●日時：9月28日（木）
 10月26日（木）
 いずれも13：30～16：00
●会場：サンシップとやま
●定員：各月10名（先着順）
※事前に下記までご連絡ください。

　福祉関係の職場への就職を希望する一般求職者及び2023年度卒業予定
の学生を対象に、「令和5年度　福祉のお仕事フェアin TOYAMA～福祉の
就職総合説明会2023～」（【福祉・介護分野】令和5年6月24日（土）、【児童・保
育分野】令和5年6月25日（日））を富山国際会議場にて開催しました。
　福祉・介護分野から86法人、児童・保育分野から52法人の出展があり、2日
間で延べ196人の求職者が参加しました。
　参加した求職者からは、事業所の説明や質疑応答を通して、「複数の法人の
話を聞けて良かった」「将来を考える機会になった」との感想がありました。 会場での面談の様子
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当
セ
ン
タ
ー
内
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
は
、介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
展
示
し
て

い
ま
す
。開
館
日
で
あ
れ
ば
自
由
に

見
学
で
き
、最
先
端
の
技
術
を
体
験

で
き
ま
す
。ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

ま
た
、施
設
の
方
向
け
に
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
の
試
用
貸
出
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

展
示
中
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
！

マ
ッ
ス
ル
ス
ー
ツEvery

空
気
圧
に
よ
っ
て
動
く
ア
シ
ス

ト
ス
ー
ツ
で
す
。電
気
不
使
用
の
た

め
稼
働
時
間
に
制
限
が
な
く
、装
着

も
わ
ず
か
10
秒
で
完
了
し
ま
す
。最

大
補
助
力
は
２5・5
k
g
f
で
す
。

【
メ
ー
カ
ー
】株
式
会
社
イ
ノ
フ
ィ
ス

【
参
考
価
格
】

１
４
万
９
６
０
０
円（
税
込
）

※
試
用
貸
出
対
象
外

マ
イ
ク
か
ら
入
力
さ
れ
た
音
声

を
、聴
き
取
り
や
す
い
ク
リ
ア
な
音

声
に
変
換
し
て
く
れ
る
対
話
支
援

機
器
で
す
。音
声
の
聴
き
取
り
に
お

い
て
の
負
荷
を
軽
減
し
ま
す
。

【
メ
ー
カ
ー
】ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
･

 

サ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社

【
参
考
価
格
】

２
６
万
１
８
０
０
円（
税
込
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　
県
社
協
と
や
ま
介
護
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

�

普
及・推
進
セ
ン
タ
ー

　

0
７
６—

４
３
２—

６
３
０
５

  

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
　
　
　
　

　
　
　
展
示
し
て
い
ま
す
！

試用貸出の
お申込みは
こちら

com
uoon

（
コ
ミ
ュ
ー
ン
）
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あ
か
い
は
ね

�

ト
ピ
ッ
ク
ス

令
和
５
年
度
共
同
募
金

運
動
が
始
ま
り
ま
す
！

今
年
度
も
10
月
１
日
か
ら『
じ
ぶ

ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
』（
予

定
）を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
全
国
で
赤

い
羽
根
共
同
募
金
運
動
を
展
開
し

ま
す
。

共
同
募
金
運
動
は
、県
民
の
た
す

け
あ
い
精
神
に
支
え
ら
れ
、今
年
度

で
77
回
目
を
迎
え
ま
す
。

昨
年
度
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

１
億
６
７
９
５
万
６
２
３
４
円
の

尊
い
募
金
は
、地
域
福
祉
課
題
の

解
決
に
む
け
て
活
動
し
て
い
る
団

体
や
、地
域
で
草
の
根
的
な
活
動

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
、安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
福
祉

を
推
進
す
る
社

会
福
祉
協
議
会

等
が
行
う
様
々

な
事
業
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま

す
。今

年
度
も
こ

れ
ら
の
多
様
な
活
動
を
支
援
す
る

た
め
に
、１
億
９
０
０
７
万
円
の
募

金
目
標
額
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

募
金
活
動
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
協
力
を
得
て
、職
場
や
学

校
、地
域
の
行
事
等
、様
々
な
場
面

を
つ
う
じ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末

た
す
け
あ
い
の
助
成
申
請

を
受
け
付
け
ま
す（
予
定
）

本
会
で
は
、見
出
し
の
助
成
事
業

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。助
成

の
方
針
や
申
請
様
式
等
は
、９
月

下
旬
に
本
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
予
定
で
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
予
定
】

（
助
成
対
象
事
業
）

①
歳
末
ふ
れ
あ
い
事
業

社
会
福
祉
施
設
及
び
団
体
等
が

実
施
す
る
障
が
い
者
や
高
齢
者
等

の
支
援
を
対
象
と
し
た
、ふ
れ
あ
い

交
流
事
業
や
新
し
い
年
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
行
う
事
業
及
び
そ
れ

ら
に
要
す
る
備
品

（
基
準
額
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
）

②
地
域
福
祉
課
題
解
決
事
業

社
会
福
祉
施
設
及
び
団
体
等
が

実
施
す
る
地
域
福
祉
課
題
や
住
民

の
生
活
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

事
業
及
び
そ
れ
ら
に
要
す
る
備
品

（
上
限
２0
万
円
）

（
申
請
受
付
締
切
日
）

令
和
５
年
10
月
31
日（
必
着
）

第
四
条　

平
均
賃
金
を
算
定
す

べ
き
事
由
の
発
生
し
た
場
合

の
平
均
賃
金
は
、都
道
府
県
労

働
局
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

第
五
条　

使
用
者
が
法
第
十
五

条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ

り
労
働
者
に
対
し
て
明
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
労
働
条

件
は
、第
一
号
の
二
に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
は
期
間
の
定

め
の
あ
る
労
働
契
約
で
あ
っ

て
当
該
労
働
契
約
の
満
了
後

に
当
該
労
働
契
約
を
更
新
す

る
場
合
が
あ
る
も
の
の
締
結

の
あ
る
場
合
に
限
り
、第
四
号

の
二
か
ら
第
十
一
ま
で
に
掲

げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
使
用

者
が
こ
れ
ら
に
関
す
る
定
め

を
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

一　
労
働
契
約
の
期
間
に
関
す
る

事
項

一
の
二　
期
間
の
定
め
の
あ
る
労

働
契
約
を
更
新
す
る
場
合
の

基
準
に
関
す
る
事
項

一
の
三　
就
業
の
場
所
及
び
従
事

す
べ
き
業
務
に
関
す
る
事
項

 

（
以
下
、次
号
に
て
）

労
働
基
準
法
第
十
五
条
で
、「
使

用
者
は
、労
働
契
約
の
締
結
に
際

し
、労
働
者
に
対
し
て
賃
金
、労
働

時
間
そ
の
他
の
労
働
条
件
を
明
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
の
場
合

に
お
い
て
、賃
金
及
び
労
働
時
間

に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て

は
、厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法

に
よ
り
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
示
さ
れ
た
労
働
条
件
が
事
実

と
相
違
す
る
場
合
は
、労
働
者
は
、

即
時
に
労
働
契
約
を
解
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、就
業
の
た
め
に
住
居
を
変

更
し
た
労
働
者
が
、契
約
解
除
の
日

か
ら
一
四
日
以
内
に
帰
郷
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、使
用
者
は
、必
要

な
旅
費
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

「
労
働
条
件
の
明
示
」の
詳
細
に

つ
い
て
は
、『
労
働
基
準
法
施
行
規

則
』に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、以

下
紹
介
し
ま
す
。

第
三
条　

試
の
試
用
期
間
中
に

平
均
賃
金
を
算
定
す
べ
き
事

由
が
発
生
し
た
場
合
は
、そ
の

期
間
中
の
日
数
及
び
賃
金
は
、

賃
金
の
総
額
に
算
入
す
る
。

○
知
っ
て
お
き
た
い
福
祉
情
報
○

社
会
福
祉
施
設
経
営
相
談
室
か
ら

「
労
働
条
件
の
明
示
」に
つ
い
て

�

　
梅
原
　
修
一（
社
会
保
険
労
務
士
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　
県
共
同
募
金
会

　

0
７
６—

４
３
１—

９
８
０
０

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

 http://w
w

w
.akaihane-

toyam
a.or.jp
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　10月の「ボランティア活動強調月間」に、心豊かで触れ合いのある地域社会づくりを進めるため「広げようボランティア
の輪」をスローガンに県民のボランティア・NPO活動への積極的な参加やボランティア・NPO間の交流促進を図ります。

第35回富山県民ボランティア・NPO大会
主唱団体：ボランティア活動推進富山県民会議

日時 10月21日土�［10：00〜15：00］�

会場 グランドプラザ�〈総曲輪フェリオ横〉�富山市総曲輪3-8-39

10月はボランティア活動強調月間です

ま
る
と
予
想
さ
れ
る
今
後
、「
お
や

べ
脳
ト
レ
ク
ラ
ブ
」の
活
躍
の
場

は
ま
す
ま
す
広
が
っ
て
い
き
そ
う

で
す
。

加
齢
な
ど
に
と
も
な
い
理
解

力
や
判
断
力
と
い
っ
た
認
知
機

能
が
低
下
す
る
認
知
症
。こ
の
予

防
に
脳
ト
レ
を
役
立
て
よ
う
と
、

２
０
１
７
年
、県
内
８
番
目
の
脳

ト
レ
ク
ラ
ブ
と
し
て
発
足
し
た
の

が
、小
矢
部
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ「
お
や
べ
脳
ト
レ
ク
ラ

ブ
」で
す
。お
も
な
活
動
は
脳
ト
レ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
で
、

介
護
予
防
事
業
ミ
ニ・
デ
イ「
い
ず

み
の
園
」、ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ

ロ
ン
、敬
老
会
、機
能
訓
練
事
業
な

ど
に
、脳
ト
レ
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

会
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
番
組「
や
っ
て

み
よ
う
！
脳
ト
レ
」の
制
作
協
力
、

福
祉
お
や
べ「
こ
だ
ま
」へ
の
問
題

提
供
、希
望
者
へ
の
プ
リ
ン
ト
配

布
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

良
質
な
脳
ト
レ
に
求
め
ら
れ
る

の
は
良
質
な
問
題
で
す
が
、こ
れ

を
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
定
例

会
。会
員
が
自
作
の
問
題
を
発
表

し
意
見
を
交
換
す
る
月
に
一
度
の

機
会
で
、集
中
力・
読
解
力・
表
現

力・
情
報
力・
記
憶
力
の
ど
れ
を
鍛

え
る
も
の
か
、そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
内
容
に
な
っ
て
い
る
か
、解
答

者
に
と
っ
て
読
み
づ
ら
い・
分
か

り
に
く
い
表
現
に
な
っ
て
い
な
い

か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、全
員
で

一
問
一
問
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
よ
う
に
し
て
つ
く
り
あ

げ
た
問
題
に
対
し
、解
い
て
い
て

楽
し
か
っ
た
、脳
が
活
性
化
す
る

感
じ
が
し
た
と
、喜
び
の
声
を
い

た
だ
け
る
の
が
い
ち
ば
ん
の
や
り

が
い
」と
語
る
の
は
、代
表
の
宮
西

さ
ん
。こ
れ
か
ら
も
、解
答
者
の
立

場
に
た
っ
た
良
質
な
問
題
を
作

成・
提
供
す
る
こ
と
、解
答
者
と
直

接
会
え
る
現
場
で
は
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

を
大
切
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
の
だ
そ
う
。高
齢
化
な
ど
に
よ

り
脳
ト
レ
の
ニ
ー
ズ
が
さ
ら
に
高

脳
を
鍛
え
る
脳
ト
レ
で

明
る
く
楽
し
く
認
知
症
予
防

�

お
や
べ
脳
ト
レ
ク
ラ
ブ（
小
矢
部
市
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　
小
矢
部
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

０
７
６
６—

６
７—

８
６
１
１

代表　宮西勝昇さん

定例会の様子

◆活動紹介ステージ発表　　◆大型ビジョンによる団体PR動画放映
◆活動体験コーナー　　◆パネル展示による団体・活動紹介ブース　　◆作品等の展示・販売
◆ボランティア「一言メッセージ・川柳」投票　　◆スタンプラリー

○問い合わせ先　事務局�富山県民ボランティア総合支援センター　 076-432-2987
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社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検 索

令和５年度

この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
　労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

プラン 22

オプション５
プラン 11

プラン33
プラン44

❶ 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

故
事
償
賠

等
い
舞
見
お

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

◆加入対象は、社協の会員である

　 社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

保険期間１年

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

休業補償から各種対応費用までワイドな安心

（SJ22-12033から抜粋）

施設業務の補償

施設利用者の補償

施設の感染症対応費用補償

職員等の補償
法人役員等の補償

　

概
ね
60
歳
以
上
の
方
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

と
し
て
の
創
作
活
動
を
促
進
し
、明
る
く
活
力
の
あ
る

長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、県
民
に
広
く
理
解
を
求
め

る
た
め
開
催
し
ま
す
。

人
生
の
年
輪
を
重
ね
ら
れ
た
奥
深
い
視
点
や
感
性
豊

か
な
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

●
期
間
　
10
月
５
日（
木
）午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
６
日（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
会
場
　
富
山
県
民
会
館
美
術
館

●
部
門　
日
本
画
、洋
画
、

　
　
　
　
彫
刻
、工
芸
、

　
　
　
　
書
、写
真

　
世
代
間
交
流
を
目
的
と
し
て
左
記
の
機
関・団
体
等
が

行
う
イ
ベ
ン
ト
を
対
象
に
、講
師
謝
礼
の
一
部
を
当
セ
ン

タ
ー
の
規
定
に
よ
り
助
成
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

派
遣
講
師 

県
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー
登
録
の「
シ
ニ
ア
タ
レ
ン
ト
」・

「
語
り
部
」 

対
象
機
関・団
体
等 

⑴ 
幼
稚
園
、保
育
所
、小
学
校
、中
学
校
、高
等
学
校
、高
等

専
門
学
校
、短
期
大
学
、 

大
学
、大
学
院
、専
門
学
校
、

塾
及
び
そ
れ
に
類
す
る
機
関 

⑵ 

概
ね
右
記
の
生
徒
に
よ
り
構

成
さ
れ
た
サ
ー
ク
ル
等

⑶ 

世
代
間
交
流
を
目
的
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者・
施
設
等

（
公
民
館
、児
童
会 

等
）

⑷ 

そ
の
他
、セ
ン
タ
ー
が
認
め
た

事
業
の
主
催
機
関・団
体
等

県
社
協
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取
２
０
２
４
」美
術
展
選
考
会

第
21
回
富
山
県
ね
ん
り
ん
美
術
展

「
シ
ニ
ア
タ
レ
ン
ト
」・「
語
り
部
」を

派
遣
し
ま
す
! 

○
問
い
合
わ
せ
先

　
県
社
協
　
県
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー

　

０
７
６—

４
３
２—

６
０
１
０

　

０
７
６—

４
３
２—

６
０
０
９

　
Ｅ
メ
ー
ル　

vita@
w

el.pref.toyam
a.jp

【
申
請
方
法
】 

所
定
の
講
師
派
遣
申
請
書
に
よ
る
。 

＊ 

講
師
派
遣
申
請
書
の
ご
請
求
、
お
問
い
合
わ
せ
は

県
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー
ま
で
。



（福）富山県社会福祉協議会広報誌

スマートフォン用アプリ「Uni-Voice」
または「Uni-Voice Blind」を使えば
情報を音声で読み上げると同時に、テキストで表示されます。 この広報誌は共同募金の助成を受けています。
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本誌に関するご意見・ご感想をお聞かせください。
●ウェブサイト https://www.toyama-shakyo.or.jp/
●メール　　　info@toyama-shakyo.or.jp
ハーティは富山県のボランティア活動の
マスコットマークです。 ハーティ

編●集●後●記

アクセス
してね！

社会福祉法人  富山県社会福祉協議会は
住民主体の地域福祉の理念に基づき、だれもが安心して暮らす
ことができる福祉社会の実現をめざし、県内の民生委員・児童
委員、福祉施設、福祉従事者、ボランティア等で構成する、公共
性と自主性をもつ民間社会福祉組織です。

第70回 富山県社会福祉大会開催

自分がこれまで築いてきた財産や権利を、自
分の意思で使用していくことは当然のことで
す。しかし一方で、認知症や孤立といった将
来への不安はつきものです。成年後見制度や
権利擁護支援といった制度を知っておくこと
で、そういった不安が少しでも解消されると
思います。まずはこの制度が広く認知され、利
用しやすい制度になることを願いたいです。

県内の社会福祉事業振興や地域福祉推進のために活用させていただきます。

●株式株式会社アルト　様	 車いす１台
●一般社団法人富山県労働者福祉事業協会　様	 ２２，４８１円
●匿名　様	 １５，０００円
●東京富山県人会連合会　様	 ２５０，０００円

●寄付者一覧　令和5年6月1日から令和5年7月31日まで

　6月２２日(木)、株式会社
アルト(左から順に)高堂
純様・前田隆様から、本会
を通じて、特定非営利活
動法人えがおでねぃ川端
隆介様へ車いすの贈呈。

　これまで多年にわたり、本県の社会福祉の発展に貢献した方々を表彰し、感
謝の意を表するとともに、多様化・複合化する福祉・生活課題や、社会福祉の諸
情勢について理解を深め、多様な関係機関・団体などとの連携・協働の促進を図
ることを目的に開催します。

10月16日（月）�13:00 〜 16:00
県民会館 ホール

　6月２２日(木)、一般社団法人
富山県労働者福祉事業協会　
専務理事　長祐二様(左)から
県社協　竹野博和専務理事へ

「チャリティゴルフコンペ」の
収益金から寄付金を贈呈。

ご寄付ありがとうございます
ご寄付ありがとうございます

●問い合わせ先　県社協 総務企画課　 TEL 076-432-2958

入場無料
どなたさまもお気軽に
お越しください

日 時

場 所

式典、議事
記念講演
講師  社会学者・東京大学名誉教授認定NPO法人ウィメンズアクションネットワーク（ＷＡＮ）理事長 上野千鶴子�氏
演題 「選択縁がつくる社会」

13：00〜 14：20
14：30〜 16：00


